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この点に 関 し て は 、
マルグス『資本論』
第
三 巻 、 長 谷 部 訳 、 第 十 一 分 冊 一 一 一 一 一 一
六 ー コ 一 三 七
頁は重要である。
問
委 g 】 H
v a z 同 件 目
05・






三 四 真 。
こ の 点 に 強
































橋 、 前 掲 書 、
五頁。
大 内 兵 衛 「 古 典 の 探 求 と 重 商 主 義 に つ い て
の










































































































































































































































に と っ て 代 っ て 、 重 商 主 義 の 根 本 原 則 と な っ た と し て い
る 。
こ の ス ミ ス の 見 解
が 、 古 典 学 派 の 後 継 者
にそのまま継承されたo
わが国で
は た と え ば 、 高 橋 、 前 掲 書 。
舞 出 、 前 掲
















































経 済 学 部 論 集



































































































































































































































































































































































































































































































































































一 五 六 ！ 五
一 七 一 頁
参 照
。













































































































































































































































わ し く は 、 援
氏の訳
本 （ 岩 波 文 庫 ） ま た 、 堀 江
・ 河
野両氏
の 訳 本 。
張・
前
















































































































































































































































の 叙 述 に お い て 精 彩
を は な っ て い る も の の 一 つ で あ る 。
聞こ
の 自 由 貿 易 論 は 、 一 般 に ス ミ ス の 自 由 放 任 論 争 回
目 g R ・ 貯 可 申 ） と 簡 単 に 直
結されているが、
この




の 一 つ で
φめる
こ




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































際 的 仲 継 貿
易 の 上
に た つ 商 業 資 本 の 母 国 オ ラ ν ダ と 、 自 国 産 業 を 基 礎 と す
る 産 業 資 本 国 た ら ん と す る イ ギ リ ス を 対 比 し 、 両 者 の 関 係 を 浮 彫 に し て い る のが、大塚
教 授 前 掲 論 文 で あ る 。
倒も
ちろん、
マ シ の 理 論 は 、 そ の 帰 結 と し て は 自 由 貿 易 論 に 至 る こ と 前 述 の ご
と く で あ る 。
しかし、
マシ自身はそれを真正面から主張













































































































護 主 義 者 の マ シ の 著 書 か ら の 影 響 は 、 自 由 貿 易 論 者 に お け る ご と
く
に 直 接




















































































叫， F o g s w o p n p
















































































































































































































































































































































































































































































































・ 前 掲 書 。
な お 、
この










































































































































































( 12 ) 
註
制こ







の 序 論 を 指 摘 し て お く 。
以
上、こ
の章
では
、十七
世紀
末から十八世
紀前半の対
印度
お
よび
対仏貿
易
論争を保護主義対自由貿易論の対抗として検討してきたの
であるが、
その若
干の結論をあたえよう。保護主義的重商主義において
は、
経済発展、
国富増進の規準と
して個別的
貿易
差額
論が主張
され
たが、
「B
・M
」にいた
っ
て外
国貿
易
に劣
らず
圏内市
場の重要性が強調
されるにいた
った。しかし、
その
実践的な目標は圏内生産
力の保護
育成ということであり、
それはマ
一一ュ産業資本の立場
を代表
するも
のであった。これに対して、
トlリl的自由貿易論においては、
一般的貿易差額
論がそ
の理論的核心として主張されたが、
その発展において
「消
費
者の利益」や
「国際分業論」を含む自由貿易論が案出され強調されるにいたった。
しかし、
それは結局において、
特権的独占貿易のための白出を目標とするものであ
り、前期的商人資本の立場を代表するも であった。
ま
た
、こ
の自由貿易論は社会的系譜としては
、ス
ミスの理論との外形的類
似にもか与わらず、
その本質においては異質のものであり、
むし
ろ、
保護主
義の発展、
推転においてこそスミスへの道が求められねばならぬ点を示唆し
た
。
× 
周知のごとく
「国富論」冒頭においては寸すべての国民
の年kの労働は、
本来その国民が年k消費するところのあらゆる生活の必要日
間と使益口問とを供
給するファン
ドであって、
その必要日間と便益品
とは、
この労働の直接の
生産
物であるか、
あるいはその生産物を
以って他
国民から購入した物である
」と
あり、
ここに
スミ
スの経
済理
論が、
生産力開放の
体系であるこ
とが端的に
「宣言
」
され
ている
。
こ杭
祉、
重商
主義の観念
を
顛倒
させた
もの
であ
り、
ま
さに
「ア
グム
・スミ
ス革
命」
がと
げら
れね
ばなら
ぬ所
以
である
。貿
易差額
に
おいて富を見る
重商主義が、
その解体のプロセスにおいて、
いか
なる
歴史
的、論
理的
発展
をへてスミ
に
至る
かは、
わ
れわ
れの次の課題
であ
る
。
× 
設
白骨
藤塚知義『アダム・スミス革命』参照。
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